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教員が研究の楽しさを語る

ブックガイド

Book1 ウォーカブルシティ入門 : 10のステップでつくる
歩きたくなるまちなか
著者：ジェフ・スペック著 ; 石村壽浩 [ほか] 訳
出版：学芸出版社, 2022.9
コメント：ウォーカビリティ（歩行可能性）こそ、現代都市における経済・健康・環境問題
を解決するための重要な要素です。日本でも注目される「ウォーカブルシティ」提唱の第一
人者であるジェフ・スペックが、その基本的な考え方を多様な事例とユーモアを交えて分かり
やすく整理した、歩きたくなるまちなかを実現するための必読書です。ウォーカブルシティに興
味があれば、ぜひお買い求めください。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB10117441

Book2 アーバンストリート・デザインガイド : 歩行者中心の
街路設計マニュアル
著者：全米都市交通担当者協会著 ; 松浦健治郎, 
千葉大学都市計画松浦研究室訳
出版：学芸出版社, 2021.9
コメント：車社会・アメリカの街路がいかに変わりつつあるのか。効果的な道路空間の再配
分や細かに配慮された設計基準を分かりやすい図解で示した、全米都市交通担当者協
会（ＮＡＣＴＯ）による人間中心の街路設計ガイドライン。日本各地で進む歩きたくな
るまちづくりや豊かな公共空間づくりにも欠かせない、アイデア満載の必携書です！研究室
の学生達と一緒に翻訳に取り組みました。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB10119734

Book3 コンパクトシティの拠点づくり : 魅力的な場をつくる
都市計画とデザイン
著者：野嶋慎二, 松浦健治郎, 樋口秀編著 ; 浅野純一郎 [ほか] 著
出版：学芸出版社, 2020.10
コメント：人口が減っても豊かな都市生活を実現するには、それぞれに拠り所となる「場」が
必要です。地方都市で少しずつ作られている魅力的な拠点を紹介・分析し、計画・設計・
運営の疑問に答えるプロセスプラニングを提案しています。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB10099355
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Book4 事例集日本列島まちづくり ; 特集リノベーションまち
づくりの新潮流（造景, 2020）
著者：クッド研究所, 建築資料研究社企画・編集
出版：建築資料研究社, 2020.8
コメント：「リノベーションまちづくりの新潮流」、「ジョンソンタウンにおける創造的リノベーション
まちづくり」、「座談会「ing」のまちづくり」という論考を執筆しています。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB10097862

Book5 ホリスティック地域学
著者：清水洋行 [ほか] 編著 ; 木下勇 [ほか] 著
出版：学術研究出版/ブックウェイ, 2020.4
コメント：千葉大学の普遍科目「ホリスティック地域学入門」の教科書を千葉大の先生方と
一緒に作りました。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB10098024

Book6 事例集日本列島まちづくり ; 特集巨大災害/都市縮小と
まちづくり（造景, 2019）
著者：クッド研究所, 建築資料研究社企画・編集
出版：建築資料研究社, 2019.7
コメント：「パブリックスペースをみんなの居場所に」という論考を執筆しています。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB10097801

Book7 まちづくり教書
著者：佐藤滋, 饗庭伸, 内田奈芳美編著
出版：鹿島出版会, 2017.2
コメント：「庭園生活圏でネットワークするまちづくり」という論考を執筆しています。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/EB00575823

Book8図説城下町都市 新版
著者：佐藤滋, 城下町都市研究体著
出版：鹿島出版会, 2015.2
コメント：白石・鶴岡・新庄・村上・高山・郡上八幡・大垣・津・松阪・津和野の構成・執
筆を担当しました。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/EB00575822

Book9 住民主体の都市計画 : まちづくりへの役立て方
著者：住民主体のまちづくり研究ネットワーク編著
出版：学芸出版社, 2009.3
コメント：「地域に予算を配分する取り組み三重県名張市「ゆめづくり地域予算制度」」を
執筆しました。
この本を読む→ https://opac.ll.chiba-u.jp/opac/opac_link/bibid/FB00234088
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